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（2026 年２月 17 日発表） 

 

２月２１日４人のライター・批評家がポップ/サブカルチャーを語るトークライブの開催 
 

健康文化交流館「来・て・こ」では、2月 21日(土)に、ライター・ミュージシャン・古本屋店主のコメカ氏、

ライター・DJ のパンス氏、文芸批評家の川口好美（かわぐち よしみ）氏(川根本町在住)、文芸/音楽批

評家・国語教員の矢野利裕（やの としひろ）氏の 4 名を迎え、ポップ/サブカルチャーを軸に、現代社会

を語るトークライブを実施します。 
 

【趣旨・背景】 

テクノロジーやメディア環境がめまぐるしく変化する中、自分の立ち位置や価値観に不安を感じる人

も少なくありません。ポップ/サブカルチャーの現在地は、そうした社会の変化を映し出す鏡とも言え

ます。本企画では、カルチャーを軸に批評・言論活動を行う、関心領域の異なる４名を迎え、それぞれ

の視点を重ねながら、私たちが生きる現代社会の輪郭を浮かび上がらせます。 

個々には接点のある 4 人が、イベント・媒体対談を含め一堂に会するのは今回が初の試みです。 
 

【日時・期間】 

2026 年 2 月 21 日(土曜日) 17 時～19 時 
 

【会場】 

静岡市健康文化交流館「来・て・こ」 3 階 駿河生涯学習センター 302 活動室 

(静岡市駿河区小鹿二丁目 25-45)  
 

【対象・人数】 事前に申し込んでいただいた方約 50 人 

 

【写真・図表・関連資料】 

登壇者の著書(一部) 

 

◀TVOD( コ メ

カ/パンス) 著 
 

『ポスト・サブカ

ル焼け跡派』 
 

(2020 年・ 

百万年書房) 
 

◀川口好美 著 
 
『 不 幸 と 共 存 

魂的文芸批評』 
 

(2023 年・ 

法 政 大 学 出 版

局) 
 

◀矢野利裕 著 
 
『「国語」と出会

いなおす』 
 
(2025 年・ 

フ ィ ル ム ア ー ト

社) 

 

【取材について】 

事前申請は不要です。当日会場へ直接お越しください。 

登壇者への個別取材は、原則としてイベント終了後に対応いたします。 

開始前の取材をご希望の場合は、事前にご連絡いただけましたら調整いたします。 
 

【問い合わせ先】 

〇主催 

静岡市健康文化交流館「来・て・こ」、担当者：八木 

電話：054-202-4300   

〇所管課 

経済局商工部商業労政課(清水庁舎 5 階)、担当者：岡村、中村 

電話：０５４－３５４－２４３０ 
 

【別紙資料等】有（イベントチラシ） 

報道資料 
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駿河生涯学習センタ ー 302活動室

1 人1 , 5 0 0 円（ 小学生以下は無料）

ど な た で も 5 0 人

2 0 2 6 年2 月2 1 日（ 土） 1 7 : 0 0 ～1 9 : 0 0

申込用QR 

▲

1/24（ 土）12:00～　  

（ 先着順）　  

ライター・ ミ ュージシャン・ 古本屋店主のコメ カ氏と 、ライター・ DJのパンス氏による批評ユニット「 TVOD」 、文芸批評家の

川口好美氏(川根本町在住)、文芸・ 音楽批評家であり国語教員の矢野利裕氏の4名を迎えたト ークセッ ショ ン。

来・ て・ こ  ト ー ク シ リ ー ズ  ⑧

静 岡 市 健 康 文 化 交 流 館「 来・ て・ こ 」
［ 指 定 管 理 者  公 益 財 団 法 人 静 岡 市 文 化 振 興 財 団 ］

〒422-8021 静岡市駿河区小鹿二丁目25-45  TEL： 054-202-4300

URL： h t tp s : //s g c . s h i z u o k a c i t y . j p /
お問合せ

日　 時

会　 場

参加費

対　 象

1/24（ 土）12： 00（ 正午）から静岡市生涯学習センタ ーW ebサイト にて申込受付開始（ 先着順）

※お申し込みにあたり会員登録をお願いします。

［ 申 込 方 法 ］

※上記はト ークで取り 上げるかもしれないト ピックです。パンス氏（ 一部矢野氏）が作成しました。当日は流れに任せざっく ばらんに進行します。こちら は話題の一例としてご 覧く ださ い。

［ アク セス 等］ ○駐車場（ 無料）： 約150台（ 満車の場合もあります）

○電車： JR東静岡駅より徒歩25分　 ○バス： JR静岡駅より 、みなみ線「 小鹿営業所」下車徒歩1分、美和大谷線「 競輪場入口」下車徒歩7分

2 0 2 5  2 0 2 6

コメ カ（ 左）／ライタ ーとして、音楽・

映画・ 漫画・ お笑いなどの、ポッ プカ

ルチャーに関する批評を展開。テク

ノ ポッ プ バンド「 M i croL l am a 」の

ボーカリスト 。国分寺駅そばの古本

屋「 早春書店」店主。パンス（ 右）／ラ

イタ ー・ DJ・ 年表好き。1968～2020

年の社会／文化史をまと めた『 年

表・ サブカ ルチャーと 社会の50年』

（ 百万年書房）をリリ ース。近現代す

べてを把握するべく 現在も増量中。

▲ TVOD（ コメ カ /パンス） 著

　  『 ポスト・ サブカ ル焼け跡派』

　  （ 百万年書房）

川口好美（ かわぐち・ よし

み）／2016年に群像新人

賞を 受賞し 、文芸批評家

と し て 活動を はじ める 。

2020年に静岡県川根本

町に 移住 、「 ほんと おも

ちゃ てんでんこ」を開業。

2 0 25 年度より 東海大学

文芸創作学科教員。著書

『 不幸と共存 魂的文芸批

評』（ 法政大学出版局）。

▲ 川口好美 著

　  『 不幸と 共存  魂的文芸批評』

　  （ 法政大学出版局）

矢野利裕（ やの・ とし ひろ ）

／1983年、東京都生まれ。

批評、DJ。文芸・ 音楽を中心

に評論活動を おこ なう 。著

書に、『「 国語」と 出会いな

おす』(フィ ルムアート 社)、

『 学 校する から だ 』( 晶 文

社)、『 今日よりも マシな 明

日 文学芸能論』(講談社)、

『 コミ ックソングがJ-POPを

作った』(P-VINE)など。

▲ 矢野利裕 著

　  『「 国語」と 出会いなおす』

　  （ フィ ルムアート 社）

カ ルチャ ー 放 談  静 岡a t

T V O D ・ 川 口 好 美・ 矢 野 利 裕 の

2 0 2 5 年のサブカルチャー、
ポッ プカルチャー、社会や時代の
動向に関するト ピッ クを題材に
2 0 2 6 年の展望を語ります。

https://sgc.shizuokacity.jp/

